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1 鳥巣氏実績(1) Na号asakiArchive (ナガサキアーカイブ)

長崎の地形を立体的に傭瞰しながら、被爆者の写真と体験談を、1945年8月9日に実際に
被爆した場所と関連づけて閲覧できるホームページ。

長崎新聞社や、長崎原爆資料館と連携・協力して制作しており、被爆の実相や復興を遂げた

長崎の様子などをインターネットを通じて体感できます。
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1 鳥巣氏実績(2)長崎伝習所・東京出島塾

東京在住の長崎市出身者が集まり、外から見た長崎のすぱらしさや活かし方を考えて、市民

に知つてもらおうとする塾(平成24年・25年度)。

市民の郷土愛を育むような取り組みなどを次々と実施した。平成24年度には、「こうなった

ら長崎の未来は楽しい」と思うことを記事にして長崎新聞で紹介し話題を呼んだ。
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